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足立 区ホームページ携帯電話
向けサイトへのOR コードです
バーコード読み取り機能付き
携帯電話でご利用になれます

あ だ ち広 報 は 毎 月10 日 ・25 日、

ズ ーム ア ッ プ は6 ・8 ・10 ・1 ・3 月 発 行

18年度4 月入園
保育園児募集
申込書配付=11 月18日から
受付期間=12月1日～18日

お問い合わせは、入園事務係へ 　3880- 5263

1
8年
4
月
か
ら
の
認
可
保
育
園
へ
の
入
園
を
希
望
す
る
方
や
、
転
居
な

ど
に
よ
り
転
園
を
希
望
す
る
方
は
、
期
間
中
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

募
集
定
員
を
超
え
て
応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
選
考
と
な
り
、
よ
り
必
要
性

の
高
い
お
子
さ
ん
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

入
園
申
込
書
の
配
付
・
受
付

申
込
案
内
や
申
込
書
類
な
ど
は
、

各
窓
口
で
配
付
(
表
1
・
2
)
す
る

ほ
か
、
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

「
申
し
込
み
が
遅
れ
た
」「
必
要
書

類
が
足
り
な
い
」
な
ど
の
場
合
は
、
4

月
入
園
審
査
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
現
在
、
入
園
待
機
し
て
い
る
方

で
も
、
1
8年
度
の
入
園
を
希
望
す
る

場
合
は
、
新
た
に
申
し
込
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

表1 認可保育園入園申込書配付・受付場所一覧表

表2 認可保育園一覧表 17年11月1 日現在

※ 区分 の「公」は公立、「私」は私立、「公民」は公設民営です
☆おおやた幼保園は、1歳～3歳までが保育園です( 4・5　
歳は 幼稚園 ですので 、お問い合 わせは 学力 向上 推進室幼
児教育 担当 係まで 　3880 ―5192)

☆南花 畑保育園は18年4 月から民営化し 、私立保育圜にな
る予定 です

☆ うめだ「子 供の家」保育園 の1 ・2 歳児 クラ スは、そ れぞれ
分園と本園 に分れ て保育を行 いま す。どちら に通園で き
るかは、入 園内定 後に決定します。希望に添えない場 合が
あり ます。あら かじ めご了承ください( 3 歳児クラ スから
は、全員 本園へ通園し ます)

お近くの各認可
保育園(表2) で
も、入園申込書
の配付と受け付
けを行います。

申
し
込
み
の
対
象
と
な
る
方

保
護
者
が
就
労
・
病
気
・
介
護
・

就
学
な
ど
や
出
産
休
暇
・
育
児
休
稟

申
の
方
で
5
月
1
日
ま
で
に
職
場
復

帰
を
予
定
し
て
い
る
た
め
、
お
子
さ

ん
(
O
歳
～
小
学
校
就
学
前
)
の
保

育
が
で
き
な
い
方
。
※
O
歳
児
保

育
は
一
部
の
保
育
園
(
表
2
)

未
出
生
児
の
申
し
込
み

1
8年
2
月
W一
日
ま
で
に
出
産
予
定

の
方
は
、
産
休
明
け
保
育
(
生
後
5
7

日
以
上
、
表
2
)

を
行
っ
て
い
る
園

に
限
り
、申
し
込
め
ま
す
。
た
だ
し
、
2

月
3
日
ま
で
に
出
産
し
て
い
な
い

場
合
は
、
生
後
5
7日
に
満
た
な
い
た

め
、
4
月
か
ら
の
入
園
は
で
き
ま
せ

ん
。
5
月
以
降
か
ら
入
園
を
希
望
す

る
方
は
、
出
産
後
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

入
園
期
間

保
護
者
が
お
子
さ
ん
を
保
育
で
き

な
い
事
情
に
よ
り
、
入
園
期
間
が
決

ま
り
ま
す
。

出
産
・
求
職
・
就
労
内
定
な
ど
の

理
由
で
入
園
し
た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ

れ
定
め
ら
れ
た
期
間
内
の
入
園
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
入
園
後
、
仕
事
を

辞
め
た
と
き
な
ど
は
、
保
育
園
に
通

園
で
き
ま
せ
ん
。

保
育
時
間

午
前
7
時
3
0
分
～
午
後
6
時
3
0
分

の
う
ち
、
お
お
む
ね
8
時
間
で
す
。

保
護
者
の
保
育
で
き
な
い
状
況

(勤
務
時
間
な
ど
)
に
応
じ
て
決
め

ま
す
。
※
一
部
の
保
育
園
で
は
延

長
保
育
が
あ
り
ま
す
(
表
2
)
。
対

象
や
時
間
は
保
育
園
に
よ
っ
て
異
な

る
た
め
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

認
可
保
育
園
と
は
(
表
2
)

保
育
士
の
数
や
施
設
の
設
備
な
ど

一
定
の
保
育
基
準
を
満
た
し
、
児
童

福
祉
法
に
基
づ
く
認
可
を
受
け
て
い

る
保
育
園
で
す
。認
可
保
育
園
に
は
、

設
置
・
運
営
と
も
に
区
が
行
う
「
公

立
」、
設
置
・
運
営
と
も
に
社
会
福

祉
法
人
な
ど
が
行
う
「
私
立
」、
設

置
主
体
が
区

、
運
営
主
体
が
法
人
の

「
公
設
民
営
」
が
あ
り
ま
す
。

区
外
の
保
育
園
を
希
望
す
る
方
へ

区
内
在
住
で
、
区
外
の
認
可
保
育

園
へ
の
入
園
を
希
望
す
る
方
は
、
申

込
期
間
や
必
要
書
類
な
ど
が
異
な
る

た
め
、
申
し
込
み
を
希
望
す
る
、
各

区
市
町
村
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
受
け
付
け
は
、
足
立
区

の
保
育
課
入
園
事
務
係
の
み
で
行
い

ま
す
。

今号の主な内容
2
・
3
-
・
:保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
人
材

募
集

4
・
5
圖
・
:男
女
が
共
に
歩
む
杜
龠

6
・
7
圖
・
:く
ら
し
の
ガ
イ
ド
/
催
し

物
ガ
イ
ド

8
圖
・
:区
民
保
養
所
「
湯
河
原
あ

だ
ち
荘
≒
那
須
・
森
の
家
」

案
内

区長へのファクス
M3880- 5678　

「区民 の声」 を

お待ちしています

□ 電話による夜間一般相談 離婚・相続・借金について、電話で相談を受け付けます。 ※ 面談での夜間相談は行っていません

日時=11月24日用、午後5時30分～7時30分　3880―5359( 専用番号)問先=区民の声相談課相談係
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保

健

福

祉

ガ

イ

ド

電話番号がない記事については

区役所代表へ 　3880- 5111

区・ホ ームページアドレスは
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定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
1
1月
1
1日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

介
護
保
険
証
を
希
望
者
に
配

達
記
録
郵
便
で
送
り
ま
す

新
し
い
介
護
保
険
証
は
、
1
8年
3

月
に
普
通
郵
便
で
送
る
予
定
で
す
。

そ
の
際
、
希
望
者
に
実
費
負
担
で
配

達
記
録
郵
便
扱
い
に
し
ま
す
。
申

込
=
便
せ
ん
な
ど
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者

番
号
、「
介
護
保
険
証
の
配
達
記
録

郵
便
希
望
」
を
明
記
。
2
1
0
円
分
の
切

手
を
同
封
し
て
、
郵
送
ま
た
は
持
参

期
限
=
1
8年
1
月
3
1日
必
着

申
・

問
先
―
介
護
保
険
課
資
格
賦
課
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
I
-
1
7
-
1

　
(
3
8
8
0
)
5
7
4
5

聴覚障
害の
方
が入
所で
きる特
別

養護
老
人
ホ
ーム
が
開
設
し
ま
す

対
象
H
聴
覚
障
害
で
身
体
障
害
者
手

帳
を
所
持
し
て
い
る
介
護
保
険
要
介

護
度
I
以
上
の
方

場
所
=
(
ピ
ネ

ス
あ
だ
ち
(
江
北
4
-
1
2
1
愆

※
1
8年
4
月
開
設
予
定

定
員
=
1
0

人
(

選

考
)

問

先
=

▽
施

設

の
空

き
状

況

や
申

し
込

み
方

法

に

つ

い
て
:

厶

ピ
ネ

ス
あ

だ
ち

(
5
8
3
9
)
3
6
3
0
　
　
　

隰
(
5
8
3
9
)
3
6
3
2

I
x
_
|
h
a
p
p
i
n
e
s
s
-
a
-
c
s
@
f
a

ヨ
一
l
y
-
w
f
.
j
p

▽
こ

の
記

事
と
特

別

養
護
老

人

ホ

ー

ム

に
つ

い
て

の
一
般

的
な

問

い
合
わ

せ
…
高
齢
施

設
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
5
　
　
　

圖
(
3
8
8
0
)
5
6
1
4

0
k
-
s
e
「
く
I
c
e
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

見
逃
さ
な
い
で
、認
知
症
の
サ
イ
ン

日
時
=
1
2月
1
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

内
容
=
認
知
症
の

正
し
い
知
識
/
予
防
と
対
応

講
師
H

片
山
成
仁
氏
(
成
仁
医
院
理
事

長
)

定
員
上
J
人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
東
和

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

4
0・
5
0・
6
0歳
に
な
る

方
の
節
目
健
康
診
査

対
象
H

昭
和
2
1
・
3
1
・
4
1
年
の
1

月
1

日
～
3

月
3
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た

方

内
容
H

基
本
健
康
診
査
・
各
種

が
ん
検
診
・
歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク
ほ
か

申
込
=

対
象
者
に
一
1
1
一
月
1
7
日
ご
ろ
送

付
す
る
申
込
(

ガ
キ
に
必
要
事
項
を

明
記
し

、
郵
送

期
限
=
1
2
月
9

日

消
印
有
効

問
先
=

成
人
保
健
係

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

　
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

前
立
腺
が
ん
検
診
(
男
性
の
み
)

対
象
U
1
8
年
3
月
3
1
日
現
在
、
6
0
歳

以
上
6
4
歳
以
下
の
男
性
区
民
※
対

象
疾
患
で
治
療
中
の
方
は
除
く
内

容
H
問
診
、血
液
検
査
申
込
=
▽

(
ガ
キ
・
:
住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
「前
立
腺
が
ん
検
診
希

望
」
を
明
記
し
成
人
保
健
係
に
郵

送
。後
日
受
診
票
を
送
付
▽
窓
口

・
:
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
『
・
-
』
ま

た
は
成
人
保
健
係
で
受
診
票
を
発
行

申
・
問
先

―
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
表
『
・
-
』
、
ま
た
は
成
人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

　
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

表1 保健総合 センター一覧

か
ら
だ
の
た
め
の
ダ
イ

エ
ッ
ト
教
室
(
3
日
制
)

日
時
=
1
2
月
5
日
・
1
2
日
・
1
8
年
1

月
3
0
日
、
い
ず
れ
も
月
曜
日
、
午
後

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
対
象
=
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、中
性
脂
肪
、血
圧
、

血
糖
値
、
肥
満
が
気
に
な
る
方

内

容
―
検
査
値
と
体
の
つ
な
が
り
/
私

の
食
生
活
/
囗
の
健
康
と
ダ
イ
エ
ッ

ト

定
員
-
4
0
人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

集
団
に
な
じ
め
な
い
子
ど
も
へ

の
支
援
～
家
庭
や
学
校
で
～

日
時
=
1
2
月
1
日
㈲
、
午
後
2
時
～

4
時

対
象
=
学
齢
期
の
子
ど
も
が

い
る
親
・
関
係
者

内
容
H
対
人
関

係
が
苦
手
、
不
登
校
な
ど
の
発
達
障

害
が
あ
る
子
ど
も
へ
の
理
解
と
対
応

講
師
U
斎
藤
卓
也
氏
(
日
本
医
科
大

学
付
属
病
院
精
神
科
医
)

定
員
U
6
0

人

申
込
=
電
話

場
・
問
先
U

中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域

保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
あ
し
す
と
」
相
談
案
内

□
自
立
生
活
支
援
室

心
身
に
障
害
が
あ
る
方
の
様
々
な

相
談
、
き
こ
え
の
相
談
、
障
害
当
事

者
に
よ
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
付

け
ま
す
。

□
雇
用
支
援
室

心
身
に
障
害
が
あ
る
方
で
、
就
労

を
希
望
す
る
方
の
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。
ま
た
、
就
労
中
の
方
が
今
後

も
働
き
続
け
る
た
め
の
相
談
も
受
け

付
け
ま
す
。

□
幼
児
発
達
支
援
室
(
小
学
生
ま

で
)言

葉
の
遅
れ
、
落
ち
着
き
が
な
い
、

聴
力
に
心
配
が
あ
る
な
ど
の
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。ま
た
、関
係
機
関
か

ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
I

予
約
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
の

で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
場
・
申
・
問
先
H
障
害
福
祉

セ
ン
タ
ー
(
表
2
)

表2 障害福祉センターの相談窓口等
障
害
児
福
祉
・
特
別

障
害
者
手
当
の
申
請

区
内
に
住
所
が
あ
り
、
各
手
当
の

条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

は
、
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
障
害
児
福
祉
手
当
(
月
額
1
万
4

千
4
3
0
円
)

対
象
=
2
0歳
未
満
/
施
設
に
入
所
し

て
い
な
い
/
障
害
児
本
人
が
障
害
を

理
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け
て
い

な
い
/
法
律
で
定
め
る
重
度
の
障
害

の
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

介
護
が
必
要

□
特
別
障
害
者
手
当
(
月
額
2
万
6

千
5
2
0
円
)

対
象
=
2
0歳
以
上
/
施
設
に
入
所
し

て
い
な
い
/
病
院
・
診
療
所
に
入
院

し
て
い
な
い
/
法
律
で
定
め
る
重
度

の
障
害
の
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時

特
別
の
介
護
が
必
要

-

い
ず
れ
も
I

障
害
者
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者

に
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
問
先
=

障
害
給
付
係
ま
た
は
福
祉
事
務
所

(表
3
)

表3 福祉事務所一覧

精
神
科
診
療
の
領
収

書
を
知
ろ
う

日
時
I
H
月
2
9日
収
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
H
竹
の
塚
地
域
学
習
セ

ン
タ
ー

講
師
=
日
暮
恵
美
氏
(
東

京
武
蔵
野
病
院
医
療
相
談
部
長
)

内
容
=
治
療
費
に
つ
い
て
の
講
演

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

講
演
会
「
統
合
失
調
症
の
治
療

は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
?
」

日
時
Å
1
1
1
1

月
3
0日
㈲
、
午
後
2
時
～
3

時
3
0分

対
象
―
統
合
失
調
症
の

方
の
家
族
や
関
心
の
あ
る
方

内
容
=

統
合
失
調
症
に
関
す
る
、
最
近
の

薬
物
療
法

講
師
―
斉
藤
広
生
氏

(
大
内
病
院
医
師
)

定
員
=
3
0
人

(先
着
順
)

申
込
=

電
話

場
・

申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係(

3
8
9
6
)
4
0
0
4

「
健
康
あ
だ
ち
2
1専
門

部
会
」
を
公
開
し
ま
す

日
時
=
‥
1
1
一
月
2
9
日
㈹
、午
後
3
時
～

5
時
※
受
け
付
け
は
、午
後
2
時

3
0
分
～
4
5
分
場
所
=
区
役
所
定

員
=
1
0
人
(

抽
選
)

※
傍
聴
を
す

る
に
は

、
い
く
っ
か
の
制
約
あ
り

申
・
問
先
=

健
康
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

住区健康フェスティバル日程

子どもを虐待から守るため
「気づいたら 支えて 知らせて 見守って」

児童虐待防止推進月間

4 月から、児童虐待防
止法の改正により、虐待
の可能性がある場合、だ
れでも通告できるように
なりました。
区では、7 月に「要保護児童対策地域協議会」を

設置し、区民や関係機関と連携して児童虐待から子
どもを守る体制を強化しました。
こども家庭支援センターは、虐待の通告を受ける
と、虐待状況の調査を行い、必ず子どもの様子を確
認します。匿名で通告できるので、秘密は守られま
す。皆さんの勇気ある通告で、子どもたちが虐待か
ら救われます。ぜひ、ご協力をお願いします。 問
先= こども家庭支援センター 　3606―1333

16年度版
「足立区福祉110番」
の報告書ができました
足立区福祉サービス苦情等解決委員会
が、区の福祉サービスに対する苦情・相
談の内容を分析し、サービス改善のため
に区内の介護保険事業者が努力すべき点
をまとめた報告書「足立区福祉110番」を
作成しました。
区内の介護保険

事業者などに配付
するほか、区・ホ
ームページにも掲
載します。 問先=
高齢調整係

3880―5886
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第
2
回
区
地
域
保
健
福
祉
推

進
協
議
会
を
公
開
し
ま
す

日
時
Å
1
1
1
1
月
2
1
日
側
、
午
後
2
時
～

4
時
※
受
け
付
け
は
、
午
後
1
時
～

1
時
3
0分

場
所
=
区
役
所

定

員
=
2
0
人
(
抽
選
)

※
傍
聴
を
す

る
に
は
、
い
く
っ
か
の
制
約
あ
り

申
・
問
先
=
福
祉
管
理
課
調
整

銭
湯
へ
行
こ
う
～
り
ん
ご
湯
～

日
程
Å
1
1一月
2
7日
向

場
所
=
区
内

の
銭
湯

費
用
―
▽
6
5歳
以
上
・
:
2
0
0

円

▽
小
学
生
:
5
0円

申
込
=
当

日
、
番
台
や
フ
ロ
ン
ト
で
年
齢
を
告

げ
て
く
だ
さ
い
(
証
明
書
は
不
要
)

問
先
=
衛
生
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

地
域
生
き
活
き
ふ
く

ふ
く
祭
り

日
時
=

‥
1
1
一
月
1
9
日
圉

、
午
前
1
0
時
～

午
後
2

時

場
所
=

綾
瀬
福
祉
園

(
東
綾
瀬
I
-
2
6
-
2
)

※
車
で

の
来
園
は
で
き
ま
せ
ん

内
容
=

框

擬
店
/

バ
ザ
ー
ノ
ゲ
ー
ム
ほ
か

申

込
U

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
U

綾

瀬
福
祉
園

(
3
6
0
5
)
7
1
8
7

区
・
障
害
福
祉
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
i
n

あ
だ
ち
「
あ
な
た
も
私
も
」

～
フ
レ
ー
フ
レ
ー
子
育
て
～

日
時
=
H
月
2
6
日
出
、
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル
、
I
階
区
民
ロ
ビ
ー

内
容
=

子
育
て
中
の
方
と
子
育
て
支
援
者
の

交
流
会
/
親
子
で
楽
し
む
体
操
と
歌

(ミ
ツ
ル
&
り
ょ
う
た
)
ノ
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ほ
か

申
込
―

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
こ
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

体
操
で
改
善
し
よ
う

～
女
性
の
頻
尿
・
尿
失
禁
～

日
時
=
一
1
1月1
4日
㈲
、
午
後
2
時
～
4

時

対
象
=
尿
失
禁
に
関
心
の
あ

る
女
性

講
師
=

福
井
由
美
子
氏

(東
京
都
リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
理
学
療
法
士
)

定
員
=
3
0
人

(先
着
順
)

申
込
H
電
話

場
・

申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係(

3
8
9
6
)
4
0
0
4

子
育
て
支
援
研
修
の
企

画
案
を
募
集
し
ま
す

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
が
中

心
で
活
動
中
の
グ
ル
ー
プ
・
団
体

内
容
U
グ
ル
ー
プ
・
団
体
が
行
う
子

育
て
研
修
の
企
画
案
の
募
集

※
採

用
企
画
に
対
し
て
、
講
師
派
遣
な
ど

の
支
援
を
し
ま
す

定
員
1
5
組
程

度
(
選
考
)

※
申
し
込
み
方
法
な

ど
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い

期
限
=
H
月
2
2日

申
・
問

先
H
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

訪
問
介
護
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

日
程
等
=
表
4

場
所
=
エ
ル
ー
ソ

フ
ィ
ア

対
象
=
現
在
、
区
内
訪
問

介
護
事
業
所
で
訪
問
介
護
員
(
ヘ
ル

パ
古

と
し
て
働
い
て
い
る
方

定

員
=
各
回
3
0人

費
用
=
5
0
0
円
(
材

料
費
)

申
込
=
所
属
す
る
事
業
所

へ

問
先
U
高
齢
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

表4 フォローアップ研修日程表

※ いずれも時間は、午後2時～5時

人
権
と
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

学
校
で
の

人
権
啓
発
活
動

人
権
尊
重
と
は
、
人
と
し
て
互
い

に
認
め
合
い
、
思
い
や
り
を
持
つ
こ

と
で
す
。そ
れ
は
、
私
た
ち
が
生
活

す
る
中
で
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ

り
、
必
要
な
こ
と
で
す
。

学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か

で
温
か
い
心
を
育
て
る
「
心
の
教

育
」
の
機
会
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
人

権
の
大
切
さ
を
実
践
的
に
体
得
で
き

る
よ
う
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
に
、
人
権
の
花
運
動

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
5
7年

度
以
来
、
主
に
小
学
生
を
対
象
に
し

た
も
の
で
、
花
の
栽
培
を
通
じ
て
児

童
の
情
操
を
豊
か
に
し
、
や
さ
し
い

思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
学
生
を
対
象
に
、
学
校

生
活
・
グ
ル
ー
プ
活
動
・
地
域
社
会

と
の
関
わ
り
の
中
で
得
た
体
験
な
ど

を
通
じ
て
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
・

必
要
性
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
作

文
に
す
る
「
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
応
募
作
品
の
中
で
一
番
多
か

つ
た
テ
ー
マ
は
、「
い
じ
め
」
で
し

た
。
み
ん
な
が
相
手
の
気
持
ち
を
思

い
や
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、「
い
じ

め
」
な
ど
は
な
く
な
り
、
と
て
も
楽

し
い
学
校
生
活
に
な
る
こ
と
で
し
よ

区
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
社
会

の
中
で
人
と
共
に
生
き
る
力
を
育

み
、
人
と
の
関
わ
り
を
よ
り
豊
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
人
権
教

育
・
人
権
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ぜ

ひ
、
皆
さ
ん
の
家
庭
で
も
会
話

の
中
に

。人
権
・
生
命
の
大
切
さ
"

を
伝
え
、
考
え
る
機
会
を
作
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

≪
人
権
・
同
和
係
≫

人

材

を募

集

し

ま

す

江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員

対
象
=

保
健
師
ま
た
は
看
護
師
免
許

を
有
す
る
方

勤
務
内
容

―
各
種
健

診
業
務
従
事

勤
務
条
件
1
1

日
6

時
間

、
月
平
均
1
7
日
勤
務

雇
用
期

間
-
1
8
年
1
0
月
末
ま
で

報
酬
=
日

額
9

千
6
5
0円
(

交
通
費
含
む
)

選

考
=

書
類
・
面
接

申
込
n

履
歴
書

(
写
真
貼
付
)
/

保
健
師
ま
た
は
看

護
師
免
許
の
写
し
を
郵
送

※
応
募

書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

期
限
=

‥
1
1
一

月
1
8
日
必
着

申
・
問
先

―
江
北
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

〒
1
2
3

・
0
8
4
5

西
新
井
本
町
2
-
3
0
-
4
0

　
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

区
立
保
育
園
臨
時
職
員

な
ど
の
登
録
者

対
象
U
保
育
園
の
業
務
に
関
心
が
あ

る
方
勤
務
内
容
―
保
育
園
の
保
育

補
助
な
ど
の
業
務
勤
務
条
件
=
▽

欠
員
パ
ー
ト
・
:
午
前
8
時
3
0
分
～
午

後
5

時
1
5分
の
間
で
6
時
間
程
度

(
各
園
で
指
定
)
▽
朝
夕
保
育
・
:

午
前
7
時
3
0
分
～
1
0
時
、
お
よ
び
午

後
4
時
～
6
時
3
0
分
の
間
で
2
～
4

時
間

報
酬
n
▽
欠
員
パ
ー
ト
・
:時

給
8
2
0円

▽
朝
夕
保
育
・
:
時
給
8
7
0円

※
交
通
費
は
日
額
3
6
0円
を
限
度
に
支

給

採
用
=
欠
員
が
出
た
ら
連
絡
、

該
当
保
育
園
で
面
接

申
込
―
電
話

※
随
時
募
集
。
4
月
以
降
に
登
録
し

た
方
は
、
再
登
録
は
不
要

申
・
問

先
=
保
育
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
2

課
税
事
務
補
佐
員

(非
常
勤
職
員
)

対
象
=
区
内
ま
た
は
近
郊
に
住
所
を

有
す
る
方
勤
務
内
容
=
軽
自
動
車

税
申
告
受
け
付
け
/
端
末
入
力
/
臨

時
運
行
許
可
申
請
受
け
付
け
・
許
可

ほ
か
勤
務
時
間
=
午
前
8
時
3
0
分
～

午
後
5
時
1
5
分
※
2
週
間
で
6
0

時
間
雇
用
期
間
=
1
8
年
4
月
1
日
～

1
9年
3
月
3
1日

報
酬
=
1
8万
1

千
円

※
社
会
保
険
あ
り
。
交
通
費

別
途
支
給

募
集
人
数
=
3
人

選

考
H
書
類
選
考
・
作
文
お
よ
び
面
接

申
込
=
履
歴
書
(
市
販
様
式
可
。
自

筆
・
写
真
貼
付
)
を
持
参
(
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
)
ま
た
は
郵
送

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

期

限
=
1
2月
9
日
消
印
有
効

申
・
問

先
H
軽
自
動
車
税
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

(
3
8
8
0
)
5
8
4
8

高
齢
者
向
け
住
宅
の
管
理
人

場
所
=
都
営
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
大
谷

田
・
区
営
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
梅
島

対

象
H
5
5歳
以
下
で
、
同
居
す
る
家
族

が
い
る
方
(
都
営
に
つ
い
て
は
、
特

定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
資
格
要
件
あ

り
)

内
容
H
住
み
込
み
で
、
高
齢

者
の
日
常
生
活
相
談
や
緊
急
時
の
対

応
業
務

採
用
予
定
=
1
8年
4
月

申
・
問
先
=
住
宅
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

1
8年
度
区
立
小
・
中
学
校
の

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
師

対
象
=
6
5
歳
未
満
で
、
小
学
校
全
科

ま
た
は
中
学
校
国
語
、数
学
、理
科

、

社
会

、
英
語
の
い
ず
れ
か
の
教
員
免

許
保
有
者

勤
務
内
容
―
小
・
中
学

校
の
教
科
指
導
(
非
常
勤
講
師
)

雇
用
期
間
=
1
9
年
3
月
3
1
日
ま
で

(
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
の
場
合
あ

り
)

勤
務
時
間
H
週
1
9時
間
以
下

(
勤
務
校
に
よ
り
異
な
り
ま
す
)

報
酬
U
時
給
2
千
5
0
0円(
交
通
費
別

途
支
給
)

勤
務
条
件
=
年
次
有
給

休
暇
あ
り

募
集
人
数
―
数
十
名

※
書
類
選
考
後
、
採
用
候
補
者
名
簿

を
作
成
・
登
載
し
、
登
載
者
を
採
用

予
定
校
に
紹
介
。
学
校
長
面
接
を
経

て
内
定
・
採
用
。
た
だ
し
、
名
簿
に

登
載
さ
れ
て
も
学
校
長
面
接
に
至
ら

な
い
場
合
あ
り
。
今
年
度
中
に
勤
務

可
能
な
方
も
、
随
時
募
集
中

名
簿

登
載
期
間
=
1
9年
3
月
3
1日
ま
で

申
込
=
所
定
の
申
込
用
紙
を
郵
送
ま

た
は
持
参

※
要
返
信
用
封
筒
。
申

込
用
紙
は
教
職
員
課
で
配
付

申
・

問
先
=
教
職
員
係

(
3
8
8
0
)
5
4
6
5

東
京
2
3区
の
区
立
幼
稚
園

妊
娠
出
産
休
暇
・
育
児
休

業
補
助
教
員
採
用
候
補
者

対
象
=

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

…
現
在

、
幼
稚
園
教
諭
普
通
免
許
状

を
有
し
て
い
る
/

国
公
私
立
幼
稚
園

の
正
規
任
用
教
員
と
し
て
1
年
以
上

の
経
験
が
あ
る
/

昭
和
2
0
年
4

月
2

日
以
降
生
ま
れ

申
込
=
1
2
月
1

日
・
2
日
に
所
定
の
書
類
(
募
集
案

内
参
照
)

を
本
人
が
東
京
区
政
会
館

(
千
代
田
区
飯
田
橋
3
-
5
-
I
)

に
持
参

※
更
新
者
で
過
去
5

年
間

に
勤
務
実
績
が
あ
る
場
合
は
郵
送
可

(
必
ず
配
達
記
録
郵
便
で
郵
送
。
期

限
は
‥
1
1
一
月
2
5
日
消
印
有
効
)

申
先
n

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教

育
委
員
会
人
事
企
画
課

募
集
案
内

の
配
付
・
問
先
=

特
別
区
人
事
・
厚

生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
人
事
企
画

課

　
(
5
2
1
0
)
9
7
5
1

区
・
教
職
員
係

(
3
8
8
0
)
5
4
6
5

人権週間行事 「人権のつどい」

育てよう
一人一人の 人権意識

～思いやりの心・かけがえのない命を大切に～

日時=12月6日脚、午後
2時～4時※ 午後1時
30分開場 場所= 区役所
庁舎ホール 内容= 人権
ポスターコンクール表彰
式( 小・中学生) / 中学
生人権作文発表/ 古今亭
菊千代さんによる手話落
語 定員=486人(当日先
着順) 申込= 当日直接
会場へ 問先= 人権・同
和係 　3880- 5497

▲ 菊千代さんならで
はの手話がいっぱ
いの落語

生活安全推進標語を
募集します
生活安全推進標語は、自主防犯

パトロールや防犯・防火キャンペ
ーン活動に役立てます。 テ ーマ=
身近な犯罪の防止 申込= ハガ

キに標語1 作品、住所、氏名、年
齢、電話番号を明記 期限=12 月22

日消印有効 ※ 応募作品はオリ

ジナルの未発表作品に限る。応募
後の返却は不可 発表=18 年2 月
下旬( 入賞者に直接通知) ※ 入賞5

作品には賞状と記念品を授与。
入賞作品の権利は区に帰属 申・

問先= 危機管理係 〒120- 8510
中央本町1- 17- 1

3880―5838

○ おわびと訂正10 月25日号3 面に掲載の「在宅介護支援センター11 月の家族介護者教室」の在宅介護支援センター六月分の日程が変更に
なりました。おわびして訂正します。【正】12月5 日月 問先= 在宅介護支援センター六月 　5242- 0302
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男女が共に歩む社会
～男女共同参画をめざして～

男性も女性も同じように持てる能力を十分に発揮で
きる社会。実現するためには、家庭などでは、配偶者
や恋人など、パートナーに対する暴力(ドメスティッ
クバイオレンス<DV>) をなくすことが必要です。また、
政治や経済では、女性の考えや意見を意思決定に反映
させる仕組みを確保することなどが必要です。
男女参画プ ラザでは、女性相談や講座などを通じ

て、男女共同参画社会の啓発を行っています。

お問い合わせは、男女参画プラザへ
3880 ―5222

な
く
そ
う

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
は
。

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び

被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
(
D
V

防
止
法
)
」
で
、「
犯
罪
と
な
る
行

為
を
も
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
」
と

明
記
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
個
人

の
尊
厳
を
害
し
、
男
女
平
等
の
実
現

の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
」
と
も
う
た

わ
れ
て
い
ま
す
。

D
V
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
に
も
あ

る
繊
細
な
問
題
で
す
。
家
族
や
地
域

の
皆
さ
ん
で
協
力
し
、
D
V
を
な
く

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
(
D

V
)
は
、
身
体
へ
の
危
害
に
限
ら
ず
、

精
神
的
な
も
の
な
ど
、
多
岐
に
お
よ

び
ま
す
(
図
1
)
。
こ
れ
ら
の
暴
力

を
受
け
た
と
き
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は

い
ず
れ
も
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。
相
談
・
連
絡
先
H
表
・
-

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
な
い

D
V
被
害

D
V
防
止
法
で
は
、
D
V
被
害
者

の
保
護
の
た
め
、
発
見
者
の
通
報
な

ど
を
定
め
て
い
ま
す
。
被
害
者
は
、

あ
な
た
の
助
け
を
求
め
て
い
ま
す
。

DV 被害発見! その ときは…
レ発見者は、配偶者暴力相談支援センター( ☆)　
または警察官へ通報するよう努める。

レ医師や医療機関は、配偶者暴力相談支援センタ
ーまたは警察官へ通報することができる。

レ医師や医療機関は、DV 被害者を発見したとき
は、配偶者暴力相談支援センターなどの利用に

。 ついて情報を提供するよう努める。

( ☆) 配偶者暴力相談支援センターは、暴力の防止と被
害者保護のために都道府県が行う業務の中心とな
る施設です。都では、都・女性相談センターと東
京ウィメンズプラザがその機能を果たしています

表2 区へのDV の相談件数

表3 区内警察署におけるDV 被害者からの相談状況

※ 12年度の統計には、西新井警察署を含みません

表4 東京都配偶者暴力相談支援センターへのDV の相談件数

図1 多岐にわたるDV( 例)

□ 身体的暴力
殴る・蹴る・物を投げつける・包丁を突きつけて脅す・
髪を引っ張るなど

□ 精神的暴力
大声で怒鳴る・心ない言葉でののしる・何を言っても無
視する・生活費を渡さないなど

□ 性的暴力
性行為を強要する・見たくない相手にアダルトビデオや
雑誌を見せる・避妊に協力しないなど

女性の人権ホットライン
特設電話相談を行います
日時=11月20日(日) 、午前10時～午後5時
内容= 人権擁護委員が応じる、夫・パート
ナーからの暴力や、職場などでのセクシュ
アルハラスメントなどの相談 申先= 女性
の人権ホットライン 　5689- 0534
問先= 都人権擁護委員連合会事務局

5689―0512

表I DV の相談連絡先

※夜間・緊急の場合は警察へ( 事件発生時) …　110

男
女
が
一
緒
に
区
政
を
考
え
る

～
附
属
機
関
女
性
委
員
の
比
率
を
向
上
～

1
5年
4

月
1

日
に
施
行
さ
れ
た

「
足
立
区
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進

条
例
」
は
、
男
女
が
社
会
の
対
等
な

構
成
員
と
し
て
お
互
い
を
認
め
合

い
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
、
そ
の
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
条
例
で
は
、
区

が
行
う
べ
き
様
々
な
取
り
組
み
の
I

つ
と
し
て
、「
附
属
機
関
の
委
員
の

構
成
」
に
関
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

区
に
は
3
月
3
1日
現
在
、
3
5の
附

属
機
関
が
あ
り
、
学
識
経
験
者
や
団

体
の
代
表
者
、
公
募
に
よ
る
区
民
な

ど
の
委
員
が
、
区
の
行
う
事
業
に
対

し
、
審
査
・
審
議
あ
る
い
は
提
言
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
委
員
の

男
女
比
率
に
つ
い
て
、
条
例
で
は

「
男
女
い
ず
れ
か
一
方
の
委
員
数

が
、
委
員
総
数
の
4
0
%未
満
に
な
ら

な
い
よ
う
に
努
め
る
」
と
定
め
、
1
9

年
度
に
は
目
標
値
を
達
成
で
き
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
い
ず
れ
か
一
方
の
性
別

に
偏
ら
な
い
こ
と
で
、
多
様
な
考
え

方
や
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で

き
、
新
し
い
事
業
展
開
が
期
待
で
き

る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

区
で
は
、
1
6年
に
「
審
議
会
等
の

女
性
委
員
比
率
の
向
上
を
図
る
た
め

の
委
員
選
任
に
関
す
る
運
用
基
準
」

を
作
成
し
、
団
体
に
女
性
の
適
任
者

の
推
薦
を
依
頼
し
た
り
、
公
募
枠
を

増
や
す
な
ど
、
女
性
委
員
比
率
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
現
在
は
ま
だ
目
標
に
達
し
て
い

ま
せ
ん
(
グ
ラ
フ
『
・
-
』
。

女
性
の
皆
さ
ん
も
、
区
政
参
画
の

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

グラフ1 区附属機関などの女性委員の割合足
立
区
男
女
共
同
参
画

推
進
委
員
会

区
で
は
、
男
女
共
同
参
画
施
策
の

進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て
審
議
し
、

意
見
を
述
べ
る
機
関
と
し
て
「
足
立

区
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
委
員
会
は
、
学
識
経
験
者
・

区
内
各
団
体
か
ら
の
推
薦
者
△

般

公
募
に
よ
る
1
5人
の
委
員
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
任
期
は
、
1
7・
1
8年

度
の
2
年
間
で
す
。

委
員
会
の
ほ
か
、「
年
次
報
告
書

作
成
」
と
「
新
行
動
計
画
作
成
」
の
2

つ
の
部
会
に
分
か
れ
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

□
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
(
敬
称

略
。
カ
ッ
コ
内
は
推
薦
母
体
な
ど
)

浅
香
孝
子
(
連
合
婦
人
協
議
会
)
/

乾
雅
栄
(
女
性
団
体
連
合
会
)
/
工

藤
剛
二

般
公
募
づ
y
駒
村
康
平
(
東

洋
大
学
経
済
学
部
教
授
)
/
小
宮
宏

之
(
中
学
校
P
T
A

連
合
会
)
志
自

岐
亜
都
子
(
一
般
公
募
)
/
鈴
木
謖

朗
(
東
京
商
工
会
議
所
足
立
支
部
)
/

背
戸
輝
夫
(
商
店
街
振
興
組
合
連

合
会
)
/

高
波
登
利
子
(
民
生
・
児

童
委
員
協
議
会
)
/

種
村
さ
っ
き

二

般
公
募
)
/

中
村
富
美
子
(
行

政
相
談
委
員
会
)
/

水
嶋
幸
子
(
弁

護
士
)
/

水
巻
眞
一
(
町
会
・
自
治

会
連
合
会
)
/

油
井
久
仁
子
(
足
立

地
区
人
権
擁
護
委
員
会
)
/
山
本
祥

一
(
一
般
公
募
)

※
五
十
音
順

活
用
し
よ
う

男
女
参
画
プ
ラ
ザ

理
解
を
深
め
る
た
め
に

「
男
女
共
同
参
画
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

□
中
・
高
校
生
向
け

中
・
高
校
生
に
か
か
わ
る
問
題
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
。
学
校
な
ど
の

教
材
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
主
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ー
「
中

学
生
・
高
校
生
に
も
危
険
が
い
っ
ぱ

い
」
(
い
の
う
え
せ
つ
こ
氏
<
フ
リ

ー
ラ
イ
タ
ー
>
著
)
/
「
や
せ
た
い

あ
な
た
に
落
と
し
穴
」
(
宮
淑
子
氏
　
<

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
>
著
)
ほ
か

□
子
育
て
中
の
親
向
け

何
か
と
不
安
な
子
育
て
に
つ
い
て

大
切
な
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。
主
な
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
U
「
今
の
子
育
て
ほ
ん

と
に
大
変
」
(
小
西
行
郎
氏
<
東
京

女
子
医
科
大
学
教
授
>
・
神
山
潤
氏

<
東
京
北
社
会
保
険
病
院
副
院

長
>
・
丹
羽
洋
子
氏
<
育
児
文
化
研

究
所
長
>
の
講
演
の
要
約
)
ほ
か

卜
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
が
満
載
で
す

男
女
共
同
参
画
の
情
報
収
集

は
情
報
資
料
室
で

情
報
資
料
室
は
、
男
女
共
同
参
画

や
女
性
問
題
に
関
す
る
図
書
や
雑

誌
、
ビ
デ
オ
な
ど
を
加
え
、
紹
介
し

た
以
外
の
男
女
参
画
に
関
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
、
貸
し
出
し
・
閲

覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。
貴
重
な
全
集

や
復
刻
本
な
ど
も
そ
ろ
っ
て
い
ま

す
。
開
館
時
間
=
月
～
土
曜
日
、
午

前
9
時
～
午
後
5
時
(
日
・
祝
日
、

月
末
は
休
館
)

貸
出
内
容
H
図
書
2
0

冊
(
2
週
間
)
ノ
ビ
デ
オ
2
本
〒

週
間
)

※
貸
し
出
し
に
は
、
区
立

図
書
館
の
貸
出
カ
ー
ド
が
必
要
で
す

▲ 情報が豊富なので、男女
参画に関する学習には最
適です

女性フェスティバル2005 あだち
今いちど考えてみよう 男女平等

日時等= 表5 ※ 保育あり。6 ヵ月以上就
学前。定員15人( 当日先着順) 申込= 当
日直接会場へ 場・問先= 男女参画プラザ
表5 女性フェスティバル日程等

日暮里・舎人線
環状七号線江北陸橋をまたぐ
けた架設工事が始まります

1
8年
1
月
中
旬
か
ら
、
環
状
七
号

線
江
北
陸
橋
を
ま
た
ぐ
、
け
た
架
設

工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
周
辺
で
は
交
通
規
制
が
行
わ
れ

ま
す
。
工
事
期
間
中
は
、
渋
滞
な
ど

で
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

□
工
事
は
順
次
、
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
区
内
で
最
も
工
事
の
進
ん
で
い
る

(仮
称
)
上
沼
Ⅲ
束
公
園
駅
の
駅
舎

を
覆
っ
て
い
た
シ
ー
ト
が
取
ら
れ
、

現
在
は
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
(
写
真
)
。

今
後
は
順
次
、
連
絡
通
路
や
駅
内
施

設
の
工
事
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

(
仮
称
)
足
立
小
台
駅
を
除
く
区

内
8
駅
は
、
(仮
称
)
上
沼
田
東
公

園
駅
同
様
に
尾
久
橋
通
り
(
放
射
H

号
線
)
上
部
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
日
暮
里
・
舎
人
線
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
7
1
8

▲ ( 仮称) 上沼田東公園駅の駅舎。
開通に向け工事は進行中です

学
ぼ
う

参
加
し
よ
う

N
P
O
講
座

N
P
O
入
門
講
座
「
見
た
い
・

聞
き
た
い
・
N
P
O

～
あ
な

た
の
疑
問
に
答
え
ま
す
～
」

日
時
=
1
2
月
1
0
日
出
、
午
後
2
時
3
0

分
～
4
時
場
所
=
佐
野
地
域
学
習

セ
ン
タ
ー

内
容
=
N
P
O
に
関
す

る
基
礎
的
な
内
容
の
講
義

N
P
O
法
人
設
立
講
座
「
N
P
O

法
人
を
作
ろ
う
!

」
(
2
日
制
)

日
時
=
H
月
2
5日
㈲
・
1
2月
2
日

面
、
午
後
6
時
～
8
時
3
0分

場
所
I
N
P
O

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

内

容
=
N
P
O
法
人
化
の
意
味
や
法
人

設
立
の
手
続
き
、
会
計
・
税
務
に
つ

い
て
学
ぶ

対
象
=
N
P
O
法
人
設

立
に
興
味
の
あ
る
個
人
も
し
く
は
団

体

講
師
H
福
島
達
也
氏
(
N
P
O

法
人
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
団
理

事
長
)
、
清
田
広
明
氏
(
N
P
O

法

人
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
団
税
務

会
計
部
長
)

期
限
‥
H
月
2
2日
必

着

い
ず
れ
も

定
員
u
3
0
人
(
先
着
順
)
※
申
し

込
み

受
け
付

け

は
H

月
H

日
か

ら

費
用
u
無
料
申
込
=
電
話
・
フ
ァ

ク

ス

・
E

メ

ー

ル

で

、
住

所

、
氏

名

、
電
話
番

号

、
E

メ

ー
ル

ア
ド
レ

ス
(

持

っ
て

い
る

方

の

み
)

、
希

望

講
座

名
を
連

絡

申

・
問

先
=
N
P
O

活

動
支
援

セ
ン

タ
ー

(
3
8
4
0
)
2
3
3
1
　
　
　
　

因
(
3
8
4
0
)
2
3
3
3
　

(
受

け
付
け

は

火
～

土
曜

日

、
午
前
9

時

～
午

後
8

時
)

コ

コ
p
o
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

好 評販売中 区の地図や歴史の本
「あだちタウンガイド」や「数字で見る足立」など、区では様々
な資料を発行しています。このうち、130点ほどは販売( 有償刊行物)
もしています( 表6) 。
また、区政情報室では、区をはじめ、他

の自治体刊行物、白書、事典、統計などの
所蔵資料を見ることができます。2週間以
内での貸し出しも行っています(一人3冊
まで)。希望の際は「区立図書館の貸出カ
ード」または「住所・氏名を確認できるも
の」を持参してください。区政情報室の開
室時間=午前8時30分～午後5時(土・日・
祝日を除く) 問先= 区政情報室

3880 ―5830

▲ 絵葉書「収蔵浮世絵選集」

きれいな絵葉書は受け取

る側もうれしいものです

表6 区の主な有償刊行物

※ カラーマップあだち' 05は12月末に発売予定です
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定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
1
1月
1
1日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

小
・
中
学
校
選
択
希
望

変
更
を
受
け
付
け
ま
す

期
間
1
‥
‥
一
月
1
5
日
～
2
1
日
(
土
・
日

曜
日
を
除
く
)
、
午
前
8
時
3
0分
～

午
後
5
時

対
象
―
来
年
度
の
学
校

希
望
選
択
票
未
提
出
の
方
お
よ
び
選

希
望
校
を
変
更
し
た
い
方

申
込
=

就
学
係
で
申
請

申
先
=
就
学
係

□
小
・
中
学
校
の
学
校
選
択
応
募
状

況
を
公
表
し
ま
す

集
計
発
表
日
=
マ
中
間
:
八
月
1
5日

▽
最
終
:
八
月
3
0日

公
表
場
所
=

▽
小
学
校
…
区
立
小
学
校
、
幼
稚

園
、
保
育
園
、
区
民
事
務
所
、
学
務

課
ほ
か

▽
中
学
校
・
:区
立
小
・
中

学
校
、
区
民
事
務
所
、
学
務
課
ほ
か

※
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表

-

い
ず
れ
も
I

問
先
H
就
学
係(3

8
8
0
)
5
9
6
9

就
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

来
年
4
月
に
小
学
校
入
学
予
定
の

子
ど
も
の
就
学
時
健
診
を
、
1
0月
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
障

害
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
特
別
な
教
育

的
配
慮
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
子
ど

も
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が
適

切
な
教
育
の
場
な
ど
の
就
学
相
談
に

応
じ
ま
す
。
ま
た
、
通
常
の
教
育
相

談
も
行
っ
て
い
ま
す
。
日
時
=
毎

週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
除
く
)
、
午

前
9
時
～
午
後
5
時
申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
教
育
相
談
セ
ン
タ

ー

▽
就
学
相
談
専
門
電
話

(
5
2
4
2
)
2
3
7
6

▽
教
育
相
談
全
般

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

国
民
年
金

住
所
が
変
わ

っ
た
と
き
は
届
け
出
を

国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
方
で
、

住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、「
年
金

受
給
権
者

住
所
・
支
払
機
関
変
更

届
」
(
(
ガ
キ
形
式
)
を
社
会
保
険

事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。同

時
に
支
払
金
融
機
関
の
変
更
も
で
き

ま
す
。
変
更
届
の
提
出
が
な
い
と
、

年
金
関
係
の
書
類
が
届
か
な
く
な
り

ま
す
。
変
更
届
は
社
会
保
険
事
務

所
、
こ
く
ほ
年
金
課
、
区
民
事
務
所

に
あ
り
ま
す
。
問
先
=
年
金
給
付

係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
4
9

納
税
の
相
談
は
お
早
め
に

1
7年
度
第
3
期
の
特
別
区
民
税
・

都
民
税
の
納
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
。

納
期
限
後
は
、延
滞
金
(
年
率
1
4∵
6
%
)

が
加
算
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
引
き
続
き
納
付
さ
れ
な
い
場
合

は
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の
処
分
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事
情
が
あ

っ
て
納
付
で
き
な
い
場
合
や
、
不
明

な
点
が
あ
る
と
き
は
、
早
め
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
問
先
=
納
税
相

談
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

納
税
課
徴
収
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
7

11月の休日納税・納付相談

日時=11月27日( 日) 、午前9時～午
後4 時 場所= 区役所 問 先=
納税相談係 　3880 ―5236
納税課徴収推進係 　3880 ―5237
こくほ年金課納付相談係

3880 ―5243
介護保険課収納管理係

3880 ―5744

都
営
住
宅
(
地
元
割
り

当
て
)・
区
営
住
宅
の
入

居
者
募
集
(
家
族
向
け
)

申
込
用
紙
配
付
期
間
=
H
月
2
1日
～
2
9

日
(
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)

申
込
用
紙
配
付
場
所
=
住
宅
管
理

係
、
区
民
事
務
所

※
な
く
な
り
次

第
配
付
終
了
。
申
込
方
法
な
ど
、
く

わ
し
く
は
入
居
者
募
集
の
し
お
り
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問
先
=
住
宅
管
理

係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

関
原
の
森
・
愛
恵
ま
ち
づ
く

り
記
念
館
と
ま
ち
づ
く
り
工

房
館
の
指
定
管
理
者
を
募
集

対
象
―
法
人
、
そ
の
他
の
団
体

※

個
人
は
不
可

期
限
=
1
2月
2
日

申
込
H
指
定
申
請
書
に
関
係
書
類
を

添
付
し
て
提
出

□
説
明
会
を
行
い
ま
す

日
時
Å
1
1一月
1
8日
面
、
午
後
1
時
3
0

分

※
当
日
ま
で
応
募
要
領
配
付

場
所
―
ま
ち
づ
く
り
工
房
館

申
込
=

参
加
申
込
書
を
提
出

-

い
ず
れ
も
I

申
請
書
な
ど
は
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
申
・

問
先
=
密
集
地
域
整
備
課
事
業
調
整

係

　
(
3
8
8
0
)
5
4
6
3

12
月
1
日
か
ら
、
電
子
申
請
に

よ
る
印
鑑
証
明
書
の
郵
送
サ

-
ビ
ス
な
ど
が
始
ま
り
ま
す

電
子
申

請

に
よ

る
印

鑑
証
明

書

の

郵

送
サ

ー
ビ

ス
(

有

料

。
代
金

引

き

換
え
)

と

、
印

鑑

登
録

の
廃
止

申

請

が
で

き

る
よ

う

に

な
り

ま
す

。

必

要

な
も

の
=

イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト

に
接

続

し
た

パ
ソ

コ
ン
ノ

電
子

証
明

書

を

登
録

済

み

の
住

民

基
本
台

帳

カ

ー
ド
/

指

定

さ
れ

た
規
格

の
I
C

カ

ー
ド

リ

ー
グ
ラ
イ

タ
ー
/

印

鑑
登
録

証

※
申

請

方

法

な

ど

く

わ

し

く

は

今

後

、
東
京

電
子

自

治
体

共
同
運

営

サ

ー
ビ
ス

の
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲

載

さ

れ

ま
す

問

先
=

住

民
記

録
係

(
3
8
8
0
)
5
7
2
4

腿
h
t
t
p
s
:
y
y
w
w
w
.
e
-
t
o
k
y
o
.
l
g
.
j
p
/

1
8年
度
小
規
模
契
約
事
業

者
の
登
録
を
行
い
ま
す

対
象
U
競
争
入
札
参
加
資
格
を
持
た

な
い
区
内
事
業
者

登
録
の
区
分
・

内
容
―
▽
工
事
契
約
…
費
用
が
小
額

で

内

容

が

軽

易

な

工

事

・
修

繕

▽

物

品

契

約
:
3
0

万

円

未

満

の

物

品

購

入

申

込
=

申

込

書

類

を

郵

送

ま

た

は

持

参

期

間
=
1
2

月
1

日

～
2
0

日

※
く

わ

し

く

は

、
契

約

課

掲

示

板

、

区

・
ホ

ー

ム

ペ
ー

ジ

な

ど

を

ご

覧

く

だ

さ

い

申

・

問

先
=

▽
工

事

契

約

…

工

事

契

約

係
(
3
8
8
0
)
5
8
3
2

▽
物

品

契

約
一
:
物

品

契

約

係

(
3
8
8
0
)
5
8
3
3

§
h
t
t
p
:
/
y
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p
y
k
e
i
y
a
k
u
y
iコ
d
e
x
.
h
t
m

家
庭
用
品
・
電
気
用
品
の
販
売

業
者
に
対
す
る
立
ち
入
り
検
査

家
庭
用
品
の
品
質
に
関
す
る
表
示

の
適
正
化
と
、
電
気
用
品
に
よ
る
危

険
お
よ
び
障
害
の
発
生
を
防
ぐ
た

め
、
検
査
員
が
立
ち
入
り
検
査
を
し

ま
す
。
対
象
=
無
作
為
で
抽
出
さ

れ
た
家
庭
用
品
・
電
気
用
品
の
販
売

事
業
者

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

都
市
計
画
案
の
縦
覧

こ
の
内
容
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る

方
は

、
区
長
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
綾
瀬
七
丁
目
地
区
地
区
計
画
の
決

定

、
五
兵
衛
住
宅
一
団
地
の
住
宅
施

設
の
変
更

区
域
=
綾
瀬
七
丁
目
地
内
縦
覧
・

意
見
書
提
出
期
間
=
‥
1
1
1
1
一
月
1
6
日
～
3
0

日

縦
覧
場
所
・
意
見
書
提
出
・
問

先
=

都
市
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

補
助
第
1
3
8
号
線
の
事
業

・認
可
を
取
得
し
ま
し
た

1
0
月
2
5
日
、
補
助
第
1
3
8
号
線
(
関

原
三
丁
目
2
4
～
4
3
番
)
の
事
業
認
可

を
取
得
し
ま
し
た
。円
滑
な
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
と
共
に
、
地
域

の
防
災
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

問
先
=
街
路
課
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
9
2
1

催
し
物
ガ
イ
ド

定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
1
1月
1
1日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

キ
ラ
リ
ン
☆
ス
ペ
シ
ャ
ル

「
サ
タ
デ
ー
ピ
ッ
ク
」参
加

者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

日
時
=
1
2月
3
日
出
、
午
後
1
時
～
3

時
3
0分

場
所
=
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

対
象
U

▽
参
加
者
・
:

小
・
中
学
生
お
よ
び
養
護
学
校
在
籍

者

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
:中
学
生
以

上

内
容
=
障
害
の
あ
る
子
も
な
い

子
も
体
を
動
か
し
て
楽
し
め
る
愉
快

な
ゲ
ー
ム

※
参
加
者
は
イ
ベ
ン
ト

中
、
保
護
者
と
離
れ
て
の
活
動
を
め

ざ
し
ま
す

定
員
=
各
6
0人
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

。
E

メ
ー
ル
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
、
E
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
、
学
校
・
学
年
、
性
別
、

障
害
の
有
無
、
駐
車
場
必
要
の
有

無
、「
サ
タ
デ
ー
ピ
ッ
ク
希
望
」
を

連
絡

期
限
Å
1
1
1
1

月
1
8日

申
先
=

子

ど

も

を

地

域

で

サ

ポ

ー

ト

す

る
会

キ

ラ

リ

ン

0
9
0
(
5
4
0
6
)
0
9
4
9

協
0
2
0
(
4
6
6
9
)
8
5
2
9

-一
」k
i
r
a
r
i
n
_
a
d
a
c
h
i
@
y
a
h
o
o
.
c
o
.
j
p

問

先
=

区

・
地

域

連

携

係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
7

足
立
区
住
宅
政
策
審
議
会

日
時
=
H
月
2
2日
収
、
午
後
3
時

場
所
等
=
区
役
所

※
当
日
、
会
議

開
催
時
刻
の
3
0分
前
か
ら
区
役
所
8

階
特
別
会
議
室
で
傍
聴
券
を
配
付
。

会
議
開
催
時
刻
5
分
前
に
締
め
切
り

内
容
=
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改
定

に
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針
と
、
施
策

の
方
向
性
に
つ
い
て
の
検
討
ほ
か

※
く
わ
し
く
は
、
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

定
員
=
1
0人

(当
日
先
着
順
)

問
先
=

住
宅
計

画
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
4
9

東京都国民健康保険団体
連合会へ資格情報を提供
しま す
区は、18年10月から「画像レセプ

ト情報管理システム」の導入を予定
しています。このシステムは、年間300
万枚を超える診療報酬明細書(レ

セプト) を画像化することにより、
システム内で資格確認などの処理も
可能になり、区民の皆さんからの問

い合わせにも、迅速に対応できるな
ど、事務が大幅に効率化されます。
導入にあたり、国民健康保険( 国

保) に加入されている方の、氏名、
性別、生年月日、国保の記号番号、
加入喪失状況を東京都国民健康保険
団体連合会へ提供し ます。
個人情報の保護には万全を期しま

すので、ご理解とご協力をお願いし
ます。 問先= こくほ年金課給付審
査係 　3880 ―5245

3R 推進キャラクター
名前は「ミリー」

3R 推進キャラクターの名前
は、審査の結果、滝とも子さん
( 千住在住) が名付けた「ミリ
ー」に決まりました。
名前の由来は、3R の「3 」

から「ミ」、「R 」から「リー」
で、「ミリー」です。こ れから

いろいろな場面で「ミリー」が
登場します。たくさんの応募、

ありがとうございまし た。 問
先= 環境推進課普及啓発係

3880―5860

113R 推進ギャラ
クター「ミリー」

国民年 金 保険料 の控除 証 明書 が

送付されます
所得税法などの一部が改正され、17年分の所

得の申告から、国民年金保険料を社会保険料控
除として申告する場合に、1 年間に納付した国
民年金保険料を証明する書類を添付することが
義務付けられました。
このため、生命保険会社などから送付される

控除証明書と同様に、1 年間に納付した国民年
金保険料の額を証明した控除証明書( ハガキ)
が、社会保険庁から送付されます。年末調整ま
たは確定申告手続きの際、この証明書や領収証
書が必要となるので、大切に保管してください。
控除証明書の内容については、控除証明書に

記載されている問い合わせ先へ、保険料納付に
ついては、足立社会保険事務所へ、それぞれお
問い合わせください。 問先= レ保険料の納付
… 足立社会保険事務所 　3604―0111
レこの記事について… 区・年金適用係

3880―5843

区役所へは電車やバスを利用してください
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光
の
祭
典

フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

日
時
=
1
2
月
1
7
日
倒
・
1
8
日
㈲
、午

前
H
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
中
止

場
所
1

兀
渕
江
公
園

対
象
=
1
8
歳

以
上
の
区
民

※
出
店
物
品
の
販
売

を
事
業
お
よ
び
副
業
と
し
て
い
る
方

を
除
く

募
集
区
画
=

各
日
3
0
区
画

(
抽
選
)

※
I

区
画
3
m
x
3
m

程
度

費
用
=
千
円

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
住
所

、
氏
名
(

フ
リ
ガ

ナ
)
、
年
齢

、
電
話
番
号

、
主
な
出

品
物

、
出
店
希
望
日
を
明
記

※
応

募
は
I
世
帯
に
つ
き
1
枚

。
出
店
は
I

世
帯
I
区
画

、
1

日
の
み
。
飲
食

物

、
薬
品

、
ペ
ッ
ト

、
品
質
保
証
の

で
き
な
い
も
の
な
ど
の
販
売
は
不
可

期
限
=

‥
1
1
一
月
2
1
日
必
着

申
・
問
先
=

あ
だ
ち
再
生
館
(

月
曜
休
館
)

〒
1
2
0・
0
0
1
1

中
央
本
町
2
-
9
-
1

　
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

「
作
っ

て
食
べ
よ
う

い
も
煮
会
」

日
時
1

‥‥一月
2
6日
田
、
午
後
1
時
3
0

分

対
象
=
幼
児
以
上

※
幼
児
は

保
護
者
同
伴

。
障
害
の
あ
る
子
も
な

い
子
も
来
て
く
だ
さ
い

申
込
=
当

日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
西
保

木
間
児
童
館(

3
8
8
4
)
1
1
1
4

遊
び
の
広
場
へ
お
い
で
よ

日
時
=
H
月
1
9日
田
、
午
後
1
時
～
4

時

場
所
=
島
根
小
学
校

対
象
U

中
学
生
以
下

※
幼
児
は
保
護
者

同
伴

内
容
=
み
ん
な
で
ド
ッ
ジ
ビ

ー
(
フ
リ
ス
ビ
ー
を
使
っ
た
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
形
式
の
ゲ
ー
ム
)
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
遊
び

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

問
先
=
青
少
年
事
業
係

(
5
2
4
2
)
8
1
6
9

バ
ー
チ
ャ
ル
体
感

太
陽
系
の
惑
星
た
ち

通
常
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
上
映
時

に
行
っ
て
い
る
「
今
夜
の
星
空
ラ
イ

ブ
解
説
」
の
中
で
、
太
陽
系
の
惑
星

を
リ
ア
ル
な
映
像
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
※
解
説
付
き

申
込
―
当

日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ
・
こ
ど
も
科
学
館

(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

今
か
ら
始
め
る
〝安心〟
老
いじ
た

く

「
成
年
後
見
制
度
入
門
講
座
」

日
時
=
1
2月
7
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

場
所
=
エ
ル
ー
ソ

フ
ィ
ア

対
象
―
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

内
容
=
自
分
や
家

族
の
判
断
能
力
が
低
下
し
て
も
、
財

産
や
権
利
を
守
り
、
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
、
成
年
後
見
制
度

を
中
心
に
事
例
や
ビ
デ
オ
を
交
え
て

解
説

講
師
=
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

あ
だ
ち
職
員

定
員
=
7
0人
(
先
着

順
)

申
込
U
電
話
ま
た
は
窓
口

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

講
演
会
「
健
や
か
な
生

活
を
め
ざ
し
て

」

日
時
=
1
2月
3
日
倒
、
午
後
2
時

場
所
I
エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア

内
容
―

健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
伝
授

定
員
-
2
0
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
あ
し
た
の
足
立
を
つ
く

る
区
民
協
議
会
事
務
局
(
地
域
活
動

支
援
係
内
)

(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

地
下
鉄
8
号
線
整
備
促
進
大
会

日
時
I
H
月
2
7
日
㈲
、
午
後
2
時
～

3
時

場
所
=
中
川
小
学
校

内
容
=
1
2

年
に
国
の
運
輸
政
策
審
議
会
か

ら
出
さ
れ
た
答
申
で
、
整
備
計
画
区

間
を
「
豊
洲
～
亀
有
～
野
田
市
」
と

し
、「
2
7年
ま
で
に
整
備
着
手
す
る

こ
と
が
適
当
な
路
線
」
と
位
置
付
け

ら
れ
た
地
下
鉄
8
号
線
が
、
区
内

(
葛
西
用
水
沿
い
)
を
通
る
よ
う

に
、
都
や
国
に
働
き
か
け
ま
す

問

先
=
交
通
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
6

あ
だ
ち
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ

ー
ラ
ム
&
あ
だ
ち
ま
ち
づ

く
り
ト
ラ
ス
ト
講
演
会

日
時
=
H
月
2
3日
㈲
、
午
後
1
時

場
所
―
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
業
を
記

念
し
、「
鉄
道
新
線
と
駅
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。
新

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
3

団
体
に
よ
る
、「
駅
周
辺
の
活
気

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の
発

表
/
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
地
域
特
性
と
に
ぎ
わ
い
あ
る
協
働

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
」
申
込
H

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
H
ま
ち
づ

く
り
推
進
係(

3
8
8
0
)
5
9
3
3

こ
ん
な
と
き
、
あ
な
た
な
ら

～
守
ろ
う

消
費
者
の
く
ら
し
～

海
外
旅
行
中
の
ク
レ
ー
ム
は
現

地
で
素
早
く

日
本
人
海
外
旅
行
者
の
増
加
に
伴

い
、
現
地
で
の
ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
て

い
ま
す
。

良
く
聞
か
れ
る
の
が
「
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
説
明
や
写
真
と
ホ
テ
ル
の
ラ

ン
ク
や
部
屋
が
違
っ
た
」「
移
動
手

段
が
急
に
飛
行
機
か
ら
電
車
に
変
わ

っ
た
」
な
ど
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
人
の
性
格
か
ら

か
、
ク
レ
ー
ム
は
そ
の
場
で
言
わ

ず
、
帰
国
後
に
旅
行
会
社
に
持
ち
込

む
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
事

後
に
な
っ
て
は
、
旅
行
者
に
と
っ
て

満
足
で
き
る
解
決
策
は
難
し
く
な
り

ま
す
。

国
が
定
め
た
、
旅
行
会
社
と
旅
行

者
の
契
約
の
基
準
ル
ー
ル
で
あ
る

「
標
準
旅
行
業
約
款
」
で
は
、
旅
行

者
や
旅
行
会
社
の
権
利
と
義
務
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
旅
行
者
に
は
。

「
契
約
書
面
と
異
な
る
旅
行
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
た
と
認
識
し
た
時

は
、
旅
行
地
に
お
い
て
速
や
か
に
そ

の
旨
を
旅
行
会
社
や
旅
行
サ
ー
ビ
ス

提
供
者
に
申
し
出
る
こ
と
」
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ク

レ
ー
ム
の
内
容
が
正
し
い
こ
と
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
帰
国
後
で
は
保
障

さ
れ
な
い
こ
と
が
有
り
得
る
の
で
、

契
約
内
容
と
実
際
の
サ
ー
ビ
ス
が
異

な
る
場
合
は
、
現
地
で
申
し
出
る
こ

と
が
肝
心
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
や
悔
い
の
な
い
旅
行
に

す
る
た
め
に
は
、
契
約
内
容
に
つ
い

て
は
も
ち
ろ
ん
、
旅
行
会
社
の
説
明

な
ど
を
し
っ
か
り
理
解
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
理
解
で
き
な
い
こ
と
や

納
得
い
か
な
い
こ
と
は
、
そ
の
時
点

で
十
分
に
説
明
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

権
利
や
義
務
を
正
し
く
理
解
す
る

こ
と
が
、
快
適
な
旅
行
の
「
か
ぎ
」

で
す
。

《
消
費
者
セ
ン
タ
ー
》

足立の文化を
見る・学ぶ・体験する

□ 空撮映像で見る昭和の足立

日時=11 月19日倒[ > 午前10時

… 花畑周辺 卜 午後2 時… 東渕
江・江南周辺 場所= 郷土博物

館 内容= 高度経済成長期の懐

かしい区内の様子をとらえた空

撮映像上映会( 第2 回目) 申込=

当日直接会場へ

□ 区民教養講座「まつりの原形」

日時=12月10日倒、午後1時30
分～3時30分場所=青少年

センター 内容= 古代からの日

本独自の蔡颪・ 意義と姿を学習

講師= 椙山林継氏( 國學院大学

教授) 申込= 当日直接会場へ

※ 受け付けは午後1 時。先着80

人に資料 配付

□ 体験教 室「しめ飾り作り」

日時=12月18日( 日) 、午後1時30

分～4時場所=郷土博物館

対象= 小学4 年生以 上 定員=40

人( 抽選) 申込= 往復ハガキ

に住所、氏名、電話番号、希望

講座名 を明記 期限=11 月30 日

必着

- いず れも 一

問 先= 郷 土 博 物 館 〒120- 0001

大谷田5- 20- 1

3620 ―9393

「足立区民合唱団の愛唱歌」の歌詞を募集します

対象=区内在住・在勤・在学の方内容=19年1月
に30回目を迎える足立区民合唱団の定期演奏会を記
念し、合唱団の愛唱歌の歌詞を募集します。「音楽を
愛する心」や「ともに歌う喜び」などをイメージし
てください奈選ばれた作品には曲がつけられ、足
立区民合唱団の演奏会などで歌われます申込=
400字詰め原稿用紙1～2枚程度に歌詞を作成し、表
紙にタイトル、住所、氏名、年齢、電話番号を明記
し、郵送または持参 期限=18 年2 月28日 ※ 作品
は、未発表のオリジナル作品に限り、作品の著作権
は足立区民合唱団に帰属。応募作品は返却しません

申・問先= 文化支
援係

3880―5986

・4末永く親しまれ
る歌詞をお待ち
しています

掲

示

板

□
夜
間
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

日
時
=
1
2月
9
日
吻
、
午
後
5
時
～
8

時

内
容
―
弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談

申
・
問
先
=
財
東
京
都
人
権

啓
発
セ
ン
タ
ー(

3
8
7
1
)
0
2
1
2
　
　
　

(
3
8
7
6
)
5
3
7
3

□
お
正
月
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

日
時
よ
に
一
月
3
0
日
～
1
8
年
1
月
2
日

場
所
=
長
野
県
菅
平
高
原
ス
キ
ー
場

定
員
=
4
0人

費
用
=
▽
大
人
・
:
4

万
円

▽
子
ど
も
…
3
万
8
千
円

▽
ツ
ア
ー
同
行
者
・
:
3万
6
千
円

※
バ
ッ
チ
テ
ス
ト
ー
～
5
級
を
受
験

で
き
ま
す

申
・
問
先
―
足
立
区
ス

キ
ー
協
会

0
9
0
(
4
6
0
1
)
1
3
5
3

□
東
部
地
域
病
院
公
開
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
H
月
2
6
日
倒
、
午
後
2
時
～

4
時

場
所
―
葛
飾
区
亀
有
地
区
セ

ン
タ
ー
(
葛
飾
区
亀
有
3
-
2
6
-
I
)

内
容
卜
日
本
の
脳
卒
中
の
現

状
と
そ
の
予
防
法

講
師
―
安
藤
正

夫
氏
(
東
部
地
域
病
院
副
院
長
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

東
部
地
域
病
院
地
域
医
療
連
携
室

(
5
6
8
2
)
5
1
1
1

□
弁
護
士
に
よ
る
2
3区
一
斉
無
料
法

律
相
談

日
時
I
H
月
2
6日
倒
、
午
前
1
0時
～

午
後
1
時
(
要
事
前
予
約
)
場
所
=

北
千
住
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

申

込
=
電
話

期
限
=
H
月
2
5日
、
午

後
4

時

申
・
問
先
=

東
京
弁
護
士

会
法
律
相
談
課(

5
5
1
0
)
0
7
1
1

□
や
ん
ま
バ
ザ
ー
開
催

日
時
1
1
1
1
1
一
月
2
0
日
脚
、
午
前
‥
1
1
1
1
一
時
～

午
後
3

時

※
雨
天
時
は
2
3
日
に
延

期

場
所
=

竹
の
塚
第
五
公
園

内

容
=

衣
料
品
・
日
用
品
の
販
売
ほ
か

※
バ
ザ
ー

へ
の
物
品
提
供
や
、
当
日

の
手
伝
い
が
で
き
る
方
も
募
集
し
ま

す

問
先
=

自
立
セ
ン
タ
ー
・
足
立

(
や
ん
ま
)

(
3
8
5
0
)
2
2
9
9

□
ふ
れ
あ
い
キ
ッ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル日
時
=
1
2
月
4
日
脚
、午
後
1
時
～

3
時
3
0
分

内
容
H

風
船
遊
び
/

リ

ズ
ム
遊
び
/

看
護
師
、
保
育
士
に
よ

る
育
児
相
談
ほ
か

対
象
=

就
学
前

ま
で
の
児
童
と
そ
の
保
護
者

申
込

―
当
日
直
接
会
場
へ

場
所
=

区
役

所
庁
舎
ホ
ー
ル
・
I
階
区
民
ロ
ビ
ー

問
先
=

栗
原
保
育
園

(
3
8
8
5
)
3
8
7
8

□
労
災
保
険
の
費
用
徴
収
制
度
が
強

化
さ
れ
ま
し
た

事
業
主
が
故
意
ま
た
は
過
失
で
労

災
保
険
の
手
続
き
を
し
て
い
な
か
っ

た
期
間
中
に
労
災
事
故
が
発
生
し
た

場
合
、
被
災
者
な
ど
に
保
険
給
付
し

た
額
の
4
0
%
ま
た
は
1
0
0
%を
事
業
主

か
ら
徴
収
す
る
制
度
が
始
ま
り
ま
し

た

。
く
わ
し
く
は
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
先
U

東
京
労
働
局
労
災
補

償
課

　
(
3
8
1
4
)
5
3
1
9

ケーブルテレビ足立( 9CH) で放送中

『情報キャッチ! !

好きです。あだち』
番組案内

今回の番組( 11/ 14～20) は、
「エコライフのヒント( 仮称)」
1日3 回放送
( 午前9 時30分、午後O 時30分、午
後6 時)

エコライフの始めの一歩は「もっ
たいない」の気持ちから生まれます。
家の整理をしていたら必要なくな

った洋服や雑貨がたくさん出てきた
区民レポーターの杉山さん。でも捨
ててしまうのは「もったいない」。
そこで、あだち再生館に無駄のない
エコライフのヒントを見つけに行き
ます。お楽しみに! ! 《広報係》

ひかっち
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ちょっと
温 泉

に
行 って みませんか
区には、区内在住・在勤の方のための区民保養所があります。その中で今
回は、さがみの小京都と呼ばれる湯河原温泉の「湯河原あだち荘」と、那須
高原にある「那須・森の家」をご案内します。ぜひ、ご利用ください。

お問い合わせは、区民課調整係へ 　3880- 5855

区民保養所申し込み方法など
くわしくは、わたしの便利帳、区・ホームページをご覧ください

□ 専用 ハガ キでの 申し込 み
利用希望月の2ヵ月前の1日～10日の間に区民事務所また
は地域学習センター窓口に備え付けの専用ハガキで申し込
み。15日に行う抽選結果を施設から郵送します。

□ 空 室の電 話申し 込み
利用希望月の1 ヵ月前の1 日から利用希望日の前日まで、
電話で受け付け。予約・空室状況などの問い合わせは、各施
設へ。
□ 利用 料金
室料十(宿泊料× 人数)で室料は1室4, 400円、宿泊料は大人
1人5, 000円。子ども( 3歳～小学生)は1人2, 500円。

湯河原あだち荘

さがみの小京都と呼ばれる湯河原温泉は、古く
から薬師の湯と呼ばれる名湯。湯河原あだち荘で
も相模湾の新鮮な海の幸を用意して、ご利用をお
待ちしています。 問先= 湯河原あだち荘

0465―62―1830

卜
千
歳
川
を
望
む
湯
河
原
あ
だ
ち

荘

交 通
[ >電車・バス… J R東海道本線「東京駅一湯河原
駅」約2 時間。小田急線ロマンスカー「新宿駅一
小田原駅」約80分、J R 東海道本線「小田原駅一
湯河原駅」約20分。湯河原駅から「不動滝、奥湯
河原」行きバス「温泉場中央停留所」下車徒歩0
分 レ自動車… 東名厚木l C 一小田原l C 一国道135
号 約3 時間 ※ 湯河原あだち荘の駐車場は

予約制です

遊 ぶ
みかん狩りは、12月下旬ごろまで楽しめます。

また、手作り体験の型染め( 染色技法の1 つで型
紙を使って布や和紙にのり付けし色染する… 料金3, 500

円) や和菓子づくり(職人さんのお手伝いで、
作るオリジナル和菓子… 料金1, 050円) などの体験

ができます。くわしくは、湯河原あだち荘の支配
人までお問い合わせください。

見 る
山々の紅葉( 11月中旬～12月上旬ころ)を見な

がらハイキングなどが楽しめます。また、湯河原
梅林( 18年1月28日～3月19日)では「幕山公園」
の山ろく斜面に、約4 千本の紅梅・白梅が咲きみ
だれ、園内は梅の香りでいっぱいです( 有料)。

温泉( 大浴場 男湯・女湯各1) 泉質= アルカ
リ性単純温泉 効能= 神経痛・関節痛・疲労回復
など

温
泉
で
日
ご
ろ
の
疲
れ
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

那須・森の家

那須・森の家では、10種類以上の効能を持つ温
泉と、美味しい料理を用意して、皆さんをお待ち
してい ます。料理は、山の幸を使った和食と牛ス
テーキをメインディッシュにした洋食の2 種類か
らお選びください。 問先= 那須・森の家

0287―76―4381

お
と
ぎ
ば
な
し
に
出
て
く
る
よ

う
な
外
観
の
那
須
・
森
の
家

交 通
E>電車・バス…東北新幹線「J R那須塩原駅」一
東北本線「J R黒磯駅」-「那須温泉」行きバス
で約25分「一軒茶屋」停留所下車、徒歩で約15分
レ自動車…東北自動車道那須I C一那須街道を北
上一一軒茶屋前交差点を右折[ >直通バス(予約
制) …北千住駅前、足立区役所、竹ノ塚駅前から
発車、約4 時間 直通バスの申・問先= ワールド
観光バス 　03―3897―1433

遊 ぶ
那須高原には、スキー場や遊園地、動物たちと触

れ合える牧場もあり、家族連れでも楽しめます。
また、那須温泉、弁天温泉など7 種類の温泉が

わき出ており、那須七湯として親しまれています。
効能・泉質の異なる湯めぐり( 七湯七趣めぐり)
も楽しみの一つです。

見 る

那須・森の家周辺には、世界的に有名な作家の
美術館や個性的な博物館などがたくさんありま
す。また那須湯本には、「九尾の妖狐」の伝説に
ちなんだ史跡や神社、大小さまざまな岩が転がる
独特な景観など、見どころがたくさんあります。

温泉( 大浴場 男湯・女湯各1) 泉質= 単純酸性
硫黄温泉( 硫化水素型) 効能= 慢性婦人病・糖尿
病・高血圧症など ※ サウナ、ジャグジーあり

自
然
を
眺
め
な
が
ら
の

温
泉
は
格
別
で
す

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815

小 ・ 中 学 生 の い じ め 相 談

月～金曜日(祝日を除く)、午前9畤～午後4畤3吩　

3880 ―5577( 教育委員会教育指導室内)

「
あ
り
が
と
う
」を
魚
沼
の
風
に
乗
せ
て

～
足
立
区
民
へ
の
感
謝
フ
ェ
ア
～

昨
年
1
0月
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
。区
は
友
好
自

治
体
の
魚
沼
市
に
救
援
物
資
や
、
区
民
・
団
体
か
ら
の
義
援

金
を
送
り
ま
し
た
。

震
災
か
ら
1
年
が
経
っ
た
1
0月
2
3日
・
2
4日

、
魚
沼
市
の

皆
さ
ん
が
、「
あ
の
と
き
の
感
謝
の
気
持
ち
を
届
け
た
い
」

と
、足
立
区
民
へ
の
感
謝
フ
ェ
ア
を
行
い
ま
し
た
。当
日
、区

役
所
I
階
区
民
ロ
ビ
ー
は
、魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
の
特

産
品
を
求
め
る
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
、「
報

道
な
ど
で
、
未
だ
地
震
の
つ

め
あ
と
が
消
え
な
い
ま
ち
の

様
子
を
見
る
と
心
が
痛
み
ま

す
。一
日
も
早
い
復
興
を
願

っ
て
い
ま
す
」「
今
後
も
新

潟
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
」
と
言
っ
た
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
訪
れ
た
人
々
は
、

震
災
の
大
き
さ
と
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
助
け
合
う
こ
と

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
て

い
ま
し
た
。

I
E感
謝
の
気
持
ち
、
し
っ

か
り
受
け
止
め
ま
し
た

ふれあいの輪はまちのあちこちで
～健康で住みやすい地域をめざして

健康とうわ21「出会いの会」交流会～

10月26日に行われた出会いの会は、東

和保健総合センターの地域で活動してい

る健康づくり自主グループの、発表を兼

ねた交流会です。今年は24グループ250人

が参加しました。活動テーマは生活習慣
病予防や子育てを始め、実に多彩です。趣

向をこらした発表で、和やかな雰囲気に

包まれながら健康について考えました。

区内では、各地域ごとに区民の方が自

主的に健康づくり活動を行い、健康あだ

ち21を進めています。

卜
糖
尿
病
を
予
防
し
よ

う
(
健
康
づ
く
り
推

進
員
)

1
各
グ
ル
ー
プ
手
作
り
の

パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
て

ま
す

古紙配合率100% 再生紙を使用しています K. 1293, 350


